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平
井
一
臣
著

『
首
長
の
暴
走
｜
｜
あ
く
ね
問
題
の
政
治
学
｜
｜
』

法
律
文
化
社
、
二
〇
一
一
年
、
xiii
＋
一
七
〇
頁
）

日
本
政
治
史
を
専
門
と
す
る
著
者
が
『「
地
域
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
歴
史

像
｜
国
家
改
造
運
動
と
地
域
政
治
社
会
』（
法
律
文
化
社
、二
〇
〇
〇
年
）

に
続
き
単
著
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
勤
務
地
で
あ
る
鹿
児

島
県
に
お
い
て
そ
の
問
題
が
起
き
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
八
月

に
行
わ
れ
た
阿
久
根
市
長
選
挙
に
竹
原
信
一
氏
が
当
選
し
た
後
の
約
二

年
半
の
間
、
人
口
二
万
数
千
人
の
小
さ
な
自
治
体
の
首
長
の
言
動
が
、

全
国
的
に
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る「
阿
久
根
問
題
」

で
あ
る
。
竹
原
氏
の
言
動
が
問
題
と
な
る
た
び
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら

コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
て
き
た
著
者
は
、「
阿
久
根
市
で
起
き
て
い
る
出

来
事
は
、
他
の
地
域
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
政
治
や

社
会
の
あ
り
方
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
、
本

書
の
執
筆
に
至
っ
た
。
副
題
に
「
阿
久
根
問
題
」
と
記
さ
ず
平
仮
名
で

「
あ
く
ね
問
題
」
と
記
し
て
い
る
の
も
こ
の
問
題
の
一
般
的
・
普
遍
的

な
性
格
に
著
者
が
着
目
し
て
い
る
証
左
で
あ
る
。

第
一
部
で
は
阿
久
根
市
で
何
が
起
き
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
人
口
四
万
人
を
超
え

て
い
た
が
、
現
在
は
二
万
四
千
人
を
割
っ
て
お
り
、
日
本
全
国
至
る
所

に
見
ら
れ
る
「
疲
弊
す
る
地
方
」
を
象
徴
し
た
よ
う
な
町
で
あ
る
（
四

頁
）。
混
乱
の
主
役
は
、「
疲
弊
す
る
地
方
」と
い
う
現
状
に
対
す
る「
改

革
者
」
と
し
て
登
場
し
、
地
元
の
支
持
を
拡
大
し
た
竹
原
氏
で
あ
る
。

竹
原
氏
の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
議
会
お
よ
び
行
政
の
大
幅
な
経
費
削

減
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
支
出
増
」（
一
一
頁
）に
あ
る
。
竹
原
氏

は
、
役
場
職
員
、
労
働
組
合
、
議
会
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を「
改
革
」

に
対
す
る
「
敵
」
と
設
定
し
、
徹
底
的
に
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支

持
を
拡
大
す
る
と
い
う
政
治
手
法
を
と
っ
た（
ⅲ
）。例
え
ば
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
市
職
員
の
給
与
と
退
職
者
の
退
職
金
を

公
表
し
、
職
員
平
均
所
得
六
五
〇
万
円
に
対
し
て
阿
久
根
市
民
平
均
所

得
二
〇
〇
万
円
と
い
う
統
計
上
問
題
が
あ
る
数
字
を
宣
伝
し
、
市
の
職

員
が
い
か
に
高
給
な
の
か
を
強
調
し
た
。
ま
た
議
員
定
数
を
一
六
名
か

ら
六
名
に
削
減
す
る
案
な
ど
を
竹
原
氏
が
提
示
し
た
結
果
、
市
長
不
信

任
決
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
市
議
会
は
解
散
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
た
。
出
直
し
市
長
選
挙
に
再
選
し
た
竹
原
氏
は
議
会
に
は
出
席
せ

ず
に
専
決
処
分
を
お
こ
な
い
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
も
特
定
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
は
応
じ
る
一
方
で
気
に
入
ら
な
い
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
排
除
す
る
な
ど
強
権
的
な
言
動
を
繰
り
返
し
た
。
住
民
に
よ
っ
て

リ
コ
ー
ル
運
動
が
展
開
さ
れ
、
最
終
的
に
は
二
度
目
の
出
直
し
市
長
選

挙
で
落
選
す
る
も
の
の
、
世
論
調
査
で
は
阿
久
根
市
の
住
民
の
約
三
分

の
一
は
竹
原
市
政
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
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た
。第

二
部
に
お
い
て
著
者
が
論
じ
る
「
あ
く
ね
問
題
」
は
明
確
で
あ
る
。

ひ
と
つ
は
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
政
策
決
定
に
は
絶
え
ず
権
力
の
乱
用
や
暴
走
の
危
険
が
伴
う
こ

と
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

竹
原
氏
を
支
持
す
る
世
論
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
竹
原
氏
が
支
持
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
彼
の

激
し
い
公
務
員
批
判
、
特
に
公
務
員
給
与
批
判
に
あ
り
、「
格
差
社
会
」

や
「
不
平
等
社
会
」
の
問
題
に
対
す
る
世
論
の
あ
り
様
と
深
く
結
び
付

い
て
い
る
と
い
う
の
が
著
者
の
見
方
で
あ
る
。三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
抱
え
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
権
力
者
が
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
選
別
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
側
が
そ
れ
に
従
っ

て
い
る
姿
勢
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
以
上
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
指

摘
し
た
上
で
、
小
泉
政
権
登
場
以
後
の
政
治
の
流
れ
の
な
か
で
、
新
自

由
主
義
的
心
性

が
私
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
の
社
会
に
浸
透
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
れ
ま
で

の
政
府
の
役
割
や
活
動
を
極
限
に
ま
で
縮
減
し
て
、
市
場
の
論
理
、
民

間
の
論
理
に
委
ね
る
こ
と
を
よ
し
と
す
る
感
覚
な
い
し
は
考
え
方
」（
一

四
二
頁
）
が
日
本
社
会
に
蔓
延
し
、
竹
原
氏
の
よ
う
な
首
長
の
暴
走
を

助
長
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
結
論
づ
け
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

「
あ
く
ね
問
題
」
は
民
主
主
義
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
の
通
り
、
本
書
は
日
本
本
土
の
最
南
端
に
位
置
す
る
鹿
児
島
県

の
あ
る
地
域
で
起
き
た
出
来
事
の
詳
細
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
は
な

い
。
日
本
全
国
至
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
「
疲
弊
し
た
地
方
」
を
象
徴

す
る
よ
う
な
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
の
出
来
事
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
上

で
、
そ
の
問
題
を
一
般
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
日
本
の
政
治

や
社
会
の
あ
り
方
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
般

化
の
射
程
を
ど
こ
ま
で
設
定
し
う
る
の
か
読
者
が
検
討
す
べ
き
余
地
は

残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
名
古
屋
市
の
河
村
市
長
や
大
阪
市

の
橋
下
市
長
な
ど
、
議
会
や
市
職
員
と
の
対
立
を
先
鋭
化
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
支
持
を
拡
大
し
て
い
る
首
長
は
阿
久
根
以
外
の
地
域
で
も
見

受
け
ら
れ
る
。
公
務
員
、
首
長
、
議
会
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
住
民
は
相

互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
べ
き
な
の
か
。
本
書
は
先
行
き
不
透
明

な
二
一
世
紀
の
日
本
の
政
治
や
社
会
を
考
え
る
手
掛
か
り
を
示
し
て
く

れ
て
い
る
。

（
土
肥
勲
嗣
）
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